第2回　教育委員会　議事録
　　　　　　　　　　　　R4.6.15（水）15:30～16:00　　記録：鈴木幸雄
	ＩＯＯ
平賀
	ＩＯＯ
大澤
	ＡＯＭ
小向
	委員長

松橋
	副委員長

馬渡
	西G
高橋
	東G

柴田
	東G

坂本
	西G

滝田
	南G

羽田

	○
	×
外部要件
	○
	○
	○
	準夜
✕
	業務
✕
	○
	〇
	○

	青陽館

蕨野
	五福
岩切
	入所G

鈴木
	入所G

島守
	南陽館
松川
	経理

鈴木
	南寿
太田
	五福
小林
	南天
坪田
	

	○
	公休
×
	○
	〇
	○
	○
	公休
✕
	○
	明け
✕
	


· 欠席者は必ず後日、確認お願いします。
①前回の委員会の振り返り
　教育委員会開催日程及び議事録担当分担、委員会の実施方法についておこないました。また医療福祉学会について院内、苑内研修について研修の分担に変更あります。院内研修に岩切真由美さんが入っていたので院内2ヶ所、苑内2カ所へ変更していますのでご確認下さい。
院内研修概要 
　・開催日：第3週火・水曜日　17：30～
　・形式：講議＋グループワーク
　・必須項目：感染予防　　　　　　　　　　1件
精神保健福祉法（人権）関連　2件（法人研修含む）
事故対策関連　　　　　　　　2件（法人研修含む）
薬品衛生管理　　　　　　　　1件
防災関連　　　　　　　　　　1件
	回数
	開催
予定月
	テーマ
	講師
	担当

	第１回
	５月
	現場における精神医療サービスの在り方
最近の医療の傾向を踏まえ、今後必要になってくる支援のポイントを学ぶ機会とする。診療報酬の改定があれば、関連した情報も含める。
	病院ＡＯＭ
	滝田　文子
松橋　直子

	第２回
	６月
	事故対策関連
昨年度の傾向から、事故の種類や原因を学び、現場に生かせるよう、対策を確認する機会とする。
	安全管理対策
委員会
	柴田　南緒
羽田　順子

	第３回
	７月
	精神保健・障害者総合支援法（行動制限）
総合支援法についての基本事項の再確認と、院内における行動制限のデータ集計等の報告・分析結果報告の機会とする。
	精神保健福祉士
	蕨野　主
鈴木　香奈江　

	第４回
	８月
	処遇制限（実技）

精神保健福祉法に基づいた行動制限の理解と看護の実践、身体拘束実施方法・注意点を学ぶ機会とする。
	行動制限最小化委員会

	坂本　大地
柴田　南緒　

	第５回
	９月
	災害時の施設での対応
災害発生時の各施設や部署においての、避難方法や受け入れ方法などを確認する機会とする。
	防災対策委員会
防災職員
	羽田　順子
鈴木　香奈江

	第６回
	１０月
	感染対策（新型コロナウイルス、インフルエンザ・ノロ）
新型コロナウイルス対策含め、冬場の感染症のシーズンに入るため、具体的な感染対策の再確認。各部署において発生した場合の報告方法や隔絶対応の確認の機会とする。
	感染対策管理
委員会
	滝田　文子
蕨野　主

	第７回
	１１月
	メンタルヘルスのセルフケア
自身のストレスや心の健康について理解し、予防や対策について知る機会とする。


	安全衛生委員会
	坂本　大地
柴田　南緒

	第８回
	１月
	精神科における倫理
倫理的問題と倫理原則の視点をふまえた倫理的問題解決のあり方について学ぶことで、精神障害者への対応を見つめ直す機会とする。
	病棟SGM

もしくは医師
	羽田　順子
蕨野　主

	第９回
	２月
	薬品衛生管理（医薬品における安全管理）
講師と内容検討（最近のトピックス・流行などふまえて）
	薬剤師
	坂本　大地
滝田　文子

	第10回
	３月
	退院支援
退院後も医療を継続できるようにどのような支援が必要であるか学ぶ機会とする。
	病棟SGM

	柴田　南緒
蕨野　主


苑内研修概要
・開催日：第3週火・水曜日　17：30～
・形式：講義＋グループワーク
・必須項目：接遇　　　1件　　　　　事故対策　1件　　　　職業倫理　1件　　　　　　　　
感染対策　1件　　　　　緊急時対応1件　　　　防災関連　1件

虐待関連　１件
	回数
	開催
予定月
	テーマ
	講師
	担当

	第１回
	5月25日

　　26日
	高齢領域の機能と役割
職業倫理と法令遵守
南山苑の役割と機能について、職業倫理と法令遵守
	ＡＯＭ
	馬渡　道伸
島守　美香

	第２回
	６月
	救急対応（急変時の対応：実技）
緊急時対応の再確認を、実技を交え、心肺蘇生など全員実施する。毎年開催。
	健康管理
グループ
	松川　真琴
　 鈴木　幸雄

	第３回
	７月
	事故対策「報告書の書き方とm-shell」
苑内における年間のインシデント・アクシデントの件数の推移。事故の種類や原因分析などのデータ分析を行い、苑内の事故統計を把握する。
	安全管理対策
委員会
	太田　里絵
島守　美香

	第４回
	８月
	認知症高齢者のケア.アセスメントの重要性

介護施設として、認知症高齢者への関わりは必須であり、認知症ケアの基本から個別対応に関する事項の再確認。
	ケアマネ
	馬渡　道伸
松川　真琴

	第５回
	９月
	防災について
災害発生時の各施設や部署においての、避難方法や受け入れ方法など訓練するとともに対応を検討していく機会とする。
	防災対策管理委員会
	岩切　真由美
松川　真琴

	第６回
	１０月
	感染症対策（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・ﾉﾛ）
冬場の感染症のシーズンに入るため、具体的な感染症対策の再確認。各部署において発生した場合の報告方法や隔絶対応なども検討していく。
	感染対策管理
委員会
	島守　美香
馬渡　道伸

	第７回
	１１月
	高齢者虐待防止について
虐待防止について基本事項の再確認と、事例検討や最新のトピックスについて講演。また、ミトン使用（良い例・悪い例）の実演研修。
	患者行動制限最小化

委員会
	鈴木　幸雄
太田　里絵

	第８回
	１２月
	褥瘡予防対策（褥瘡のアセスメントを実施）
褥瘡好発部位や予防対策の基本事項と、苑内の対象者の状態推移や現状を知る機会とする。
	褥瘡予防対策管理
委員会
	　岩切　真由美
馬渡　道伸



	第９回
	１月
	ストレスマネジメント
ストレスがかかった時の対処法やストラスに対する認知の変容について。
	高齢ＳＧＭ
	松川　真琴
太田　里絵

	第10回
	２月
	接遇（クレーム対応）
クレームとなりそうになった事例や実際にクレームに繋がった事例をあげ、どのような対応をすべきか、グループワークを行いクレーム対応を学ぶ。
	接遇向上・苦情相談対応委員会
	島守　美香
鈴木　幸雄


②議事録は教育委員会のレジメを参考に追加で話し合われたことを追記し作成しましょう。作成者は完成したら委員長にメール添付し、確認して貰ってから回覧をお願いします。

③各研修会開催担当者へお願い

　　法人研修企画書について…
余裕を持って開催２ヶ月前には提出できるよう準備をお願いします。
事前に理事長の確認をもらわなければなりません。時間がかかることを予想して余裕をもった準備をお願いします。
④報告書として提出するもの…かがみ・報告書・出欠表・資料となりますので報告書
　作成後委員長、CCで副委員長と小向AOMにメール添付し、確認が取れ次第、書類を一式印刷し、松橋へ提出お願いします。
⑤研修準備・開催についての協力

　　準備や開催・集計については、担当が協力して行いましょう。

　　開催方法について分からない事があれば、経験者委員へ聞いて下さい。さらに分
からなければ副委員長や委員長に確認して行ってください。

　　・研修準備について･･･法人は企画書決裁後、各領域研修は、所定場所にフォルダ作成・出欠表・ＷＩＺ掲示・お知らせ印刷、掲示・施設予約など実施しましょう。

　　・研修開催日について･･･開催予定日は極力守ってください。他の研修や行事との絡みもありますので、準備の遅れを理由に開催日を変更する事は原則認めません。

　⑨研修カードの取扱について…新しい研修カードにこれまで参加した印を各担当で押して下さい。

【医療福祉学会の準備】

　　・11/3（水）です。委員は基本、日勤で終日医療福祉学会となります。
　　　各部署、チームの管理者へ各自事前に伝えて置いてください。

　　　企画書（実施要綱）は、決裁がおりました。
　　　医療福祉学会のフォルダに入っていますので各自確認をしておいて下さい。
　　　例年通りの発表スタイルでの企画書の流れとなっています。
　　●特別講演講師決定しました（秋田看護福祉大学　コンノ准教授）
　　　当日までの流れ
	日時
	準備の内容
	担当

	5月30日
	企画書提出
	教育委員会

	企画書決裁後
	シンポジスト依頼　必要物品の発注と確認
	教育委員会

	9月16日
	抄録締め切り

→査読は各部門・部署管理者が実施
	教育委員会

	9月21日
	発表群分け・タイムテーブル確認
	教育委員会

	9月24日
	座長依頼（A.O.M、S.G.M）
	教育委員会

	10月5日
	抄録集見本作成し、理事長に提出
	教育委員会

	10月12日～16日
	抄録集印刷、製本
	教育委員会

	10月12日～16日
	座長、発表者打ち合わせ
	教育委員会

	10月16日
	発表スライド提出締め切り
	教育委員会

	10月31日
	会場設営
	教育委員会

	11月1日
	最終リハーサル
	教育委員会

	11月3日
	当日
	教育委員会

	11月3日
	会場後始末
	教育委員会

	11月5日
	発表原稿締め切り
	教育委員会

	11月15日迄
	報告書作成
	教育委員会


　　各部署での演題内容を6/15までに教育委員会へメールするように連絡していましたが提出が少ない為、6/24までとします。また、各部署、チームの演題確認の担当振り分けを早急に行いますので各担当はテーマやメンバーの確認をし、抄録編集担当にお知らせしましょう。⇒抄録集編集担当は、柴田南緒さん、滝田　文子さん、岩切　真由美さん、鈴木香奈江さんで分担して行ってください。演題一覧表を作る事と各担当への確認等お願いします。
　　演題が出そろったら、抄録の記載方法の取り決めについてWIZ掲示などで周知していきましょう。

　　抄録は9/16締め切りの予定となっています。
　　

【法人研修　進捗状況】

第1回法人研修

5/9～22　資料を確認してのレポート形式で実施

「接遇マナー基本知識」講師：接遇向上委員会　古川　祐貴子委員長
担当：蕨野　主　岩切　真由美　　　報告書提出済み
参加率：88.9％　業務者含め
各領域の参加率です。

精神　対象者126　不参加者18名　参加率85.7％

高齢　対象者56　不参加者4名　参加率92.8％

三沢　対象者26　不参加者1名　参加率96.1％

全体　対象者208　不参加者23名　参加率88.9％
感想： 研修参加後のスッタフ個人の接遇への意識
・相手に与える印象として挨拶、身だしなみ、言葉遣いが第1印象で判断され
る重要な要素となる。その為、信頼される身だしなみを行う事で、患者や家
族、スタッフ間と良好な関係を築く事に繋がり、お互いに満足する結果とな
りやすく、患者や家族との信頼関係を構築したり、組織としても風通しの良
い職場であるといえる。

・電話応対での態度により、患者を預ける事への安心感や医療者への信頼感が
変わるため、誠意のこもった応対が必要である。家族から連絡や相談のあっ
た内容については、報告・連絡を行う事で、病棟全体で情報共有する。また、
対応困難な内容や自分一人では判断のつかない内容の連絡については、上司
や先輩に相談し返答を行う。私は電話では顔は見えないけれど、笑顔で応対
するように心がけている。　等
反省：メールでの返信形式での法人研修は今回が初めてであり、メールの送信先の不備が多く見られた。

内容として

①対象者にメールを送信する際にリスト漏れがあり、対象者全員にメールが届
かなかった

②非対象者を把握する事が出来ず、その方々にも研修参加のメールが届いてい
た。

上記2点が大きな反省点として挙げられ、その結果、期限の延長やメールが届
いていない対象者の把握、再度のメール送信により、集計作業や報告書作成に
時間を要してしまった。→この後意見交換します。
【各領域研修】

· 院内研修①　　報告書
5/23～5/31資料を確認してのレポート形式で実施
　　「診療報酬からみる現場の医療サービスの在り方」(菅原ＡＯＭ)
　　「外国人技能実習生について」（小向AOM）

参加率：84％
感想： 『診療報酬から見る現場の医療サービスの在り方』では「医事スタッフの大変さが分かった。」「診療報酬を得るために記録においてミスを減らす事が重要。」「ALの集団療法の評価の新設があるのは良い事。うまく機能すれば良いと思う」「新人職員に熟読して欲しい良い分かりやすい資料」と資料に関する良い意見も見られた。
『外国人技能実習生について』では「外国人労働者を迎える事が人手不足を補う事と思っていたが実は違うという事が分かった」という方が殆どで「開発途上国等の経済発展を担うグローバルな視点でいかねばならないと思った。」外国人労働者の大変さを理解した上で「応援したい。」「分かりやすく対応したい」「思いやりを持ちたい」等。
反省：資料添付メールを個人に送信したが漏れがあった為、参加対象者リスト
に沿って送信前後で確認をしていきたい。 

· 苑内研修①　　報告書作成中
　　5/23～5/31資料を確認してのレポート形式で実施
　　「診療報酬からみる現場の医療サービスの在り方」(菅原ＡＯＭ)
　　「外国人技能実習生について」（小向AOM）

　　「高齢領域の機能と役割・職業倫理と法令遵守・報酬改定」」（小向AOM、野々上AOM）

　　　参加率：95％

　　　感想：今回は、集合形式ではなく、事前に講師の作成した研修資料を見て、提出期間内での各自解答用紙を提出する形とした。

問題の記述が多く回答に時間を要したが、法人の各施設の機能、役割について再確認できた。

　　　反省：なし

· みさわ研修①　　報告書作成中

5月24日（火）～6月7日（火）実施

「職業倫理と法令遵守」（講師：高成SGM）

参加率：96％
感想：あらためて色々な施設があることを感じた。

小規模多機能型居宅介護は提供するサービスに縛りが少なく、通い・訪問・宿泊のサービスを臨機応変利用する事が出来る。また、24時間365日切れ目のないサービス提供が可能。月額定額である事も利用する側にとって安心できる要素であることを学んだ。

訪問介護の役割はケアマネ、家族と関連を持ち、利用者の在宅生活をサポートする。サポート内容としては主に家事や身の回りの支援を行う「生活援助」と食事や排泄、入浴と言った直接的に支援する「身体援助」に分かれ、その他外出や受診同行なども必要に応じて対応することを学んだ。

専門職としてこれからも責任と誇りを持ち取り組んで行こうと思った。
反省：なし
◎レポート研修のメール送信不備の対策について
・メール送信先と対象者の見直し
・資料配布方法を見直す。

・教育委員会のフォルダー内で、資料と添付書類を管理し対象者には、ダウンロードして参加していただく。
〇各部署宛に送信し、各自返信して頂く事で、誤送信・対象漏れをなくす。

今後の研修予定

· 院内研修②

日　時：6月20日～6月28日　

テーマ：「事故対策関連」（医療安全管理委員長：赤坂SGM）

担　当：柴田さん、羽田さん

· 苑内研修②
日　時：6/21、22　17：15～
テーマ：「救急対応（実技）」(橋本Ns、佐々木JGＭ)

担　当：松川さん、鈴木さん

· みさわ研修②
日　時：6/24～7月7日
テーマ：「感染対策」（高成SGM）

担　当：小林さん、坪田さん

・第2回法人研修

　　日　時：八戸6月予定、三沢6月
　　テーマ：「個人情報保護について」
　　講　師：診療情報・個人情報等管理委員会　　委員長　日沢さん

　　担　当：馬渡さん、太田さん、鈴木さん　　
※講師が同じ月に被る為、法人研修8月の人権擁護と9月の感染対策を入れ替えます。テーマだけ入れ替えます。担当はそのままです。
※第3回各領域研修の準備も進めて下さい。
※各研修、出欠確認入力の間違いが多いです。鈴木香奈江さんに提出する前に再確認して下さい。
【次回委員会予定】

日時：R4年7月20日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：島守さん、岩切さん

